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フ
ェ
リ
．
ク
ス
・
ク
リ
ゥ
ゲ
ル
馬
「
膿
験
全
勝
と
心
的
構
造
」

岩
　
井
　
勝
　
二
　
郎

　
昭
和
五
年
十
月
初
旬
、
凋
逸
の
新
國
境
に
近
く
プ
ソ
ス
ラ
ウ
市
に
ド
イ

ソ
哲
學
倉
掃
の
大
倉
に
繭
参
賠
し
れ
。
大
気
ぽ
O
〔
飼
§
げ
。
搾
藷
乙
回
胃
○
門
彰
を
申
論

題
霞
と
し
、
哲
學
、
心
理
學
、
藝
衛
、
工
學
、
物
理
學
，
蛮
物
撃
等
多
方
癒

の
唖
者
を
綱
縛
し
、
私
に
と
り
棚
當
に
印
象
の
深
い
愈
舎
で
あ
っ
象
。
こ

・
に
紹
介
す
ろ
と
こ
ろ
の
も
の
ほ
、
其
の
際
の
寄
身
譲
把
£
9
琉
の
講

演
の
要
約
で
あ
ろ
。
岡
倉
脅
誌
第
六
巻
の
一
部
ほ
、
こ
の
大
會
の
報
告
に

あ
て
ら
れ
ろ
筈
で
あ
る
が
、
い
ま
口
乳
ゾ
騰
氣
な
ろ
三
時
の
説
憶
を
辿
り

カ
阻
が
F
ら
、
　
閃
O
読
島
ゴ
≡
槻
O
冨
ε
】
自
H
困
O
汽
騎
O
げ
ユ
需
O
二
三
↓
ハ
磁
－
第
一
一
諜
十
四
、
一
ご
十

五
、
　
三
十
山
ハ
澱
に
「
〃
”
ウ
ゲ
ル
羅
臼
【
ら
記
す
る
・
と
こ
ろ
の
漸
四
点
た
山
参
考
し

て
か
い
療
。
寒
雷
重
態
、
心
酌
細
論
氾
の
繭
…
看
ほ
、
氏
の
心
理
學
、
恐
ら
く

綻
叉
、
そ
の
哲
學
に
と
り
て
も
、
申
心
存
な
す
重
要
な
る
概
念
で
あ
る
。

講
演
に
實
験
、
供
賢
と
共
に
氏
一
流
の
熱
辮
為
以
て
行
ほ
れ
、
こ
れ
に
引

回
く
質
疑
封
論
も
大
い
に
娠
に
つ
糞
。

　
私
ば
、
今
の
揚
重
、
染
ゴ
昨
秋
、
哲
学
倉
に
於
て
い
に
む
と
し
て
い
ひ

及
び
得
な
か
つ
負
｝
留
分
存
、
こ
れ
に
よ
り
て
補
ひ
ぬ
い
と
思
ふ
。

い
か
な
る
種
類
の
全
態
O
髭
昏
○
鐸
も
完
全
に
定
一
書
す
る

こ
と
は
を
う
か
、
純
粋
、
概
念
的
に
き
め
る
こ
と
も
で
き

漁
Q
し
か
し
、
普
通
の
入
間
に
は
、
そ
の
だ
れ
に
で
も
、

そ
の
人
の
膿
験
や
、
こ
の
騰
験
の
部
分
成
態
に
即
し
て
、

比
較
に
よ
り
て
、
髄
験
早
態
の
何
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
。
か
く
い
ふ
膿
謡
講
態
こ
そ
は
、
吾
人
が
直
接

に
膿
験
す
る
、
現
實
的
な
全
磯
的
存
在
の
根
本
の
形
式
で

あ
る
。
こ
の
膿
瞼
全
態
か
ら
、
抽
象
的
な
る
分
析
に
も
倹

ち
て
、
構
造
論
馨
し
。
露
誉
雪
昆
δ
○
お
無
ω
魯
に
持
綾
的
な
全

態
的
心
酌
存
在
の
概
念
に
進
み
、
そ
の
上
に
、
更
に
、
第

三
に
は
、
理
想
酌
全
態
h
9
ぎ
Q
雲
斗
簿
が
あ
る
Q
客

槻
的
世
尊
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
墓
礎
づ
け
と
解
朋
と

は
、
形
式
懸
な
塗
盆
の
閥
．
題
と
共
に
、
哲
學
の
課
題
と
な

る
が
、
か
や
う
な
規
範
的
課
題
に
は
、
経
験
科
學
、
就
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中
、
構
造
心
理
學
幹
讐
ぎ
≡
、
享
｝
・
窪
。
ぎ
臨
○
の
側
か
ら
の
豫

備
的
な
仕
事
が
必
要
で
あ
る
Q

第
一
、
膿
験
全
乳
国
ユ
告
乱
ω
撃
護
一
吋
（
誉
畳

　
剛
八
九
〇
年
頃
か
ら
、
殊
に
ド
イ
ツ
國
で
最
も
深
く
、

心
理
學
が
、
こ
れ
等
の
事
實
、
關
係
の
研
究
に
從
事
し
た
。

ラ
イ
プ
チ
ヒ
を
は
じ
め
各
地
の
實
験
場
で
な
さ
れ
た
多
数

の
實
験
的
、
な
ら
び
に
比
較
的
な
研
究
の
中
、
次
の
諸
黙

で
は
、
そ
の
結
果
に
一
致
を
み
た
。

　
　
イ
　
現
象
的
、
記
述
的
な
方
藤
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
C
D
例
へ
ば
、
う
れ
し
い
便
り
に
接
し
た
と
き
の
、
膿
験
、

不
協
和
な
る
三
音
又
は
姿
勢
の
知
畳
の
や
う
な
、
自
全
的

　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
部
分
成
態
、
旋
律
の
知
畳
、
観
念
、
推
理
作
用
、
意

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
る

志
動
作
の
や
う
な
騰
験
経
過
、
こ
れ
等
は
い
つ
れ
も
、
そ

の
全
態
に
固
着
し
た
と
も
思
は
れ
る
直
接
に
與
へ
ら
れ
る

特
性
を
具
備
し
、
こ
れ
等
の
全
態
の
特
性
、
例
へ
ば
雪
色

　
　
　
　
フ
ェ
サ
ヅ
ク
ス
・
ク
サ
ゥ
ゲ
膨
氏
「
膿
験
蚕
態
と
心
的
構
造
し

や
輪
廓
は
、
そ
の
部
分
音
や
、
角
度
や
、
曲
率
乃
至
は
音

程
の
や
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蓄
髪
に
於
て
優
聴
せ
ら
れ
得

る
要
因
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
的
規
定
、
個
々
の
特
徴
、
要
因

を
記
述
し
た
り
、
組
合
せ
た
り
、
叉
は
そ
れ
等
す
べ
て
の

關
係
を
決
め
て
も
、
そ
れ
で
は
貴
く
さ
れ
濾
。

　
②
か
く
い
ふ
全
態
性
叉
は
静
態
性
O
塁
審
。
急
・
内
9
ρ
ゴ

風
○
×
ρ
奉
疑
鋒
。
雛
相
互
の
聞
に
は
、
き
は
め
て
多
襟
な
類

似
、
差
異
の
關
係
が
あ
る
。

　
内
容
的
に
み
て
、
例
へ
ば
和
粒
は
、
経
帰
一
せ
ら
れ
る
調

和
、
　
…
致
等
の
上
か
ら
、
装
飾
な
ど
と
比
べ
ら
れ
る
。

　
次
に
形
式
的
方
面
で
は
、
卓
出
性
》
ぴ
0
9
0
財
。
ぴ
。
筈
○
諦
と

内
面
的
分
節
無
慮
δ
8
Φ
H
刷
〇
二
霞
§
磯
と
が
あ
る
。
前
者
は

一
学
費
が
他
の
騰
験
に
聴
し
て
、
又
は
、
膿
験
背
景
に
調

し
て
膚
ら
を
護
切
る
程
度
、
後
者
は
膿
験
自
身
の
内
面
的

な
分
箇
で
あ
る
が
、
こ
の
爾
方
面
の
墾
化
は
干
し
も
相
提

携
す
る
こ
と
は
な
い
。
形
態
性
○
。
。
・
§
β
奉
簿
彗
は
、
こ

～
に
い
ふ
、
成
態
性
の
一
種
で
あ
り
、
労
節
化
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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禮
験
全
点
の
調
で
あ
る
○
現
象
的
に
は
．
分
飾
が
な
く
、

形
態
化
も
な
い
騰
験
や
部
分
騰
験
で
も
、
憂
態
性
の
上
で

は
、
き
は
め
て
ハ
ッ
キ
ソ
と
し
た
規
定
を
保
つ
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
道
の
場
合
、
す
な
は
ち
、
全
態
性
と
し
て
は
ハ

ッ
キ
ソ
し
な
い
の
に
、
内
面
的
に
は
相
當
に
分
節
化
す
る

こ
と
も
あ
る
O

　
㈲
戚
情
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
禮
験
全
膿
に
回
す
る
総

膿
成
態
性
で
あ
り
、
そ
の
耳
蝉
の
音
色
と
か
ソ
ズ
ム
と
か

い
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
部
分
全
態
は
そ
れ
が
現
前
の

禮
験
の
総
内
容
に
近
い
ほ
ど
、
こ
の
部
分
全
態
の
擬
態
性

は
盆
よ
威
情
様
に
な
る
。

　
的
分
節
の
あ
る
、
形
態
化
し
た
成
態
や
総
膿
的
鶴
験
に

あ
り
て
は
、
あ
る
部
分
の
事
態
が
他
の
部
分
の
そ
れ
に
贈

れ
て
優
勢
で
あ
る
。
語
の
初
頭
の
羅
宇
、
模
楼
な
ど
の
反

復
、
演
題
の
結
尾
の
音
，
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト

更
に
は
、
全
騰
に
と
り
て
何
等
か
の
意
昧
で
大
切
な
休
止

寸
隙
、
な
ど
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。

九
鰻

　
㈲
意
味
濤
9
0
琴
§
α
q
o
〔
ピ
ω
冒
摘
冒
の
膿
験
も
亦
、
現
象

的
に
、
す
で
に
特
別
な
る
全
野
、
す
な
は
ち
こ
れ
と
相
閣

鎖
す
る
全
態
の
特
徴
を
具
へ
る
。
こ
の
嘘
験
は
、
直
接

に
、
深
み
8
繭
0
8
の
性
質
に
よ
う
て
現
は
れ
■
る
○
債
値
戴

情
や
圭
槻
的
に
儂
値
あ
る
も
の
に
向
ふ
努
力
な
ど
に
於
て

最
も
明
瞭
に
み
ら
れ
る
。

　
　
ロ
　
條
件
及
び
作
用
醐
係

　
圓
熟
し
た
動
作
の
途
行
は
こ
の
動
作
の
都
分
の
途
行
よ

り
も
錯
誤
少
く
、
實
際
動
作
者
が
霞
ら
思
ふ
よ
り
も
、
正

確
に
行
は
れ
る
。
膿
験
全
膿
の
墾
化
は
、
そ
れ
の
部
分
の

墜
化
よ
）
も
鋭
敏
に
氣
．
つ
か
れ
る
Q

　
心
的
事
象
の
あ
ら
ゆ
る
條
件
墾
化
に
馴
し
て
、
戴
情
は

極
め
て
繊
細
皿
磁
極
撲
に
動
く
。

醜
態
全
態
の
中
の
、
特
別
な
性
質
が
優
勢
に
な
る
と
き

に
は
憾
輔
全
能
心
性
が
｛
震
へ
、
逆
に
、
り
金
傷
心
轡
〃
が
優
｛
位
を
し
白
め

る
と
き
に
は
、
部
分
の
特
性
は
背
景
に
退
く
。
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現
象
的
な
全
面
性
の
優
越
に
は
、
そ
の
墓
門
に
、
機
能

的
全
態
及
び
粟
生
的
全
態
優
越
の
法
期
が
あ
る
◎

　
例
へ
ば
、
二
面
〔
登
生
的
に
も
、
個
礁
…
三
生
的
に
も
、
部

分
的
規
定
は
、
逓
例
、
純
粋
激
情
の
指
導
の
下
で
、
分
箇
に

乏
し
い
漠
然
と
し
て
七
情
楼
な
成
態
か
ら
、
開
展
す
る
。

　
二
見
や
憶
起
や
、
抽
象
、
配
拠
、
風
鐸
等
は
い
ろ
い
ろ

に
模
索
の
末
、
多
く
は
忽
然
、
原
始
的
な
、
分
節
に
乏
し

い
膿
験
全
態
か
ら
あ
ら
は
れ
る
。

　
主
槻
的
な
錯
誤
、
錯
畳
の
場
合
に
は
、
機
能
的
全
態
優

越
の
法
期
が
重
要
な
役
目
を
つ
と
め
る
。
こ
の
法
期
は
又

置
生
的
に
も
、
想
像
の
生
活
に
於
て
、
遊
戯
的
な
行
動

や
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
創
造
的
形
成
の
際
に
大
切
で
あ
る
。

第
二
、
心
的
構
造
ω
。
密
ω
。
ぎ
ω
環
鼻
2
H
曹

　
入
間
は
、
心
的
全
態
に
於
て
活
動
し
、
こ
の
心
的
透
磁

の
は
た
ら
き
は
一
時
酌
で
は
な
く
、
長
く
持
績
す
る
の
を

通
例
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
最
も
明
瞭
に
は
、
磯
験
の
全

　
　
　
　
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ウ
ゲ
ル
氏
「
盤
験
全
態
と
心
的
構
遣
」

態
性
が
阻
止
妨
害
せ
ら
れ
る
と
き
に
氣
つ
か
れ
る
、
）
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
躍
隙
、
分
裂
、
未
完
成
、
意
味
把
捉
の
阻
止

は
、
焦
燥
不
安
を
戚
ぜ
し
め
、
こ
れ
に
謝
し
て
は
、
内
部

よ
り
調
整
を
求
め
る
。
か
く
の
如
き
は
、
動
機
の
闘
爾
を

経
験
す
る
際
に
、
特
に
深
く
膿
験
す
る
杢
態
へ
の
潟
望
促

邉
O
餐
薦
に
於
て
顯
著
に
現
は
れ
る
。
こ
の
種
の
憧
憬

も
一
職
漁
に
は
、
酩
酊
．
陶
酔
に
み
ら
れ
る
如
き
分
節
な

く
、
意
味
に
乏
し
い
昂
揚
態
に
於
て
満
た
さ
れ
る
が
、

そ
の
種
別
に
翻
す
る
生
活
盛
観
が
主
張
せ
ら
れ
る
た
め
に

は
、
内
部
の
事
象
が
持
績
的
に
分
節
す
る
に
い
た
り
、
各

種
の
器
官
、
そ
の
機
能
、
生
得
的
な
水
能
、
傳
統
的
な
生

活
秩
序
な
ど
の
綴
承
的
協
働
に
基
い
て
、
心
物
的
な
構
へ

が
生
れ
、
心
的
弓
造
が
つ
く
ら
れ
る
。

　
か
く
い
ふ
三
三
構
造
は
、
そ
れ
が
旧
情
に
充
ち
た
る
騰

験
に
よ
り
て
全
態
的
に
養
は
れ
る
限
り
、
た
“
そ
の
限
り

に
於
て
の
み
存
位
し
、
活
動
し
、
獲
達
す
る
。
他
面
又
こ

れ
が
活
動
程
度
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
的
構
造
相
互
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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の
組
織
的
な
閣
聯
が
必
要
と
な
る
。

　
人
間
杜
會
に
於
け
る
形
式
化
、
規
範
の
成
立
は
、
こ
れ

に
干
歯
す
る
人
聞
の
構
造
的
三
態
す
な
は
ち
個
入
に
於
け

る
、
又
は
証
血
戦
に
民
族
魁
會
に
於
け
る
、
部
分
的
組
織

の
全
膿
的
な
る
分
節
的
結
合
に
よ
り
て
支
持
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
諸
形
式
の
特
別
な
る
螢
達
、
す

な
は
ち
、
心
的
精
紳
的
生
活
形
式
の
成
育
、
崩
壊
は
、
叉

逆
に
、
不
測
に
こ
れ
に
影
響
す
る
購
造
全
膿
の
現
状
、
運

命
に
も
影
響
す
る
。
超
人
格
的
な
人
間
生
活
の
組
織
か

ら
、
精
紳
が
虜
主
的
に
分
離
し
、
又
は
動
物
性
衝
動
や
、

経
濟
、
技
術
な
ど
が
悪
魔
襟
に
露
悪
絶
樹
化
す
れ
ば
、
良

く
成
育
し
た
風
俗
習
慣
も
壊
さ
れ
る
ゆ
か
く
て
は
、
人
間

的
構
造
の
中
核
的
な
る
も
の
、
す
な
は
ち
、
内
面
的
な
、

心
情
内
の
儂
値
の
關
係
に
動
揺
を
難
し
、
人
間
に
課
せ
ら

れ
た
る
實
在
の
形
式
と
し
て
の
心
的
構
造
性
一
般
は
崩
修

す
る
に
い
た
る
◎

九
六

　
登
生
的
な
比
較
や
舜
析
、
概
念
構
成
を
外
に
し
て
は
一
，

つ
の
科
學
的
な
4
6
理
魚
種
理
解
も
存
す
る
こ
と
な
一
・
樹

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

造
心
理
學
も
、
從
て
叉
、
精
紳
の
哲
學
も
す
べ
て
塞
虚
で

あ
り
、
内
容
を
持
つ
こ
と
が
で
き
組
。

　
心
的
登
達
の
研
究
の
中
で
、
最
も
成
熟
し
、
且
最
も
貢

献
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
の
は
、
い
ま
も
樹
、
見
董
心
理
學

で
あ
る
が
、
濃
墨
、
他
の
年
齢
や
、
動
物
、
精
紳
病
者
，

原
始
人
類
な
ど
の
研
究
と
連
絡
す
る
に
い
た
り
て
、
猛
々

そ
の
数
果
を
だ
か
め
た
○

　
か
く
て
得
た
る
結
果
は
、
次
の
黙
で
一
致
す
る
。
す
な

は
ち
、
写
生
的
に
み
て
、
い
か
な
る
後
期
の
形
式
も
、
本

來
、
分
離
し
て
み
る
漸
片
か
ら
の
合
成
結
合
に
よ
り
て
生

れ
だ
の
で
は
な
く
、
　
い
つ
で
も
、
分
節
の
な
い
全
態
か

ら
．
分
節
の
あ
る
高
等
な
心
的
、
精
紳
的
現
實
の
形
像
が

生
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
材
能
及
び
作
業
研
究
は
、
心
的
全
態
の
根
本
命

題
に
從
て
方
法
的
に
成
育
す
る
に
い
た
り
て
よ
b
、
有
禦
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の
も
の
と
な
っ
た
Q

　
例
示
す
れ
ば
、
一
鮮
の
職
業
系
渕
、
叉
は
特
定
の
職
業

に
繁
し
て
、
或
る
個
人
の
、
適
否
及
び
適
當
の
軽
度
を
知

ら
う
と
す
る
の
に
、
ま
つ
條
件
的
に
、
作
業
さ
せ
た
そ
の
成

績
よ
り
、
拗
位
序
次
を
立
て
、
こ
の
序
次
を
ば
、
實
験
法

の
場
合
の
や
う
に
、
計
数
的
に
、
例
へ
ば
轡
師
や
専
門
家

な
ど
の
評
領
に
由
り
て
験
領
す
る
。
お
は
り
に
プ
饗
バ
ゼ

ジ
タ
イ
の
法
人
に
よ
り
て
錦
出
せ
ら
れ
た
相
關
係
数
は
、

主
要
な
能
力
の
和
互
の
鯛
係
、
す
な
は
ち
、
そ
れ
ら
の
も

の
、
賜
の
構
造
的
な
關
係
を
明
か
に
す
る
Q

　
理
論
上
、
更
に
一
歩
を
進
め
た
も
の
に
は
、
特
に
ザ
ン

デ
両
氏
蟹
ω
ρ
目
送
。
弓
に
よ
り
て
、
現
墨
壷
生
滅
9
鉱
α
q
o
－

濤
鉱
ω
畠
。
法
と
し
て
獲
展
せ
し
め
ら
れ
た
研
究
手
績
が
あ

る
。

　
現
實
湿
生
法
で
は
、
蒸
器
…
維
過
は
戚
性
的
刺
青
に
よ
り

て
趨
さ
れ
る
が
、
こ
の
外
部
刺
戟
の
蔵
置
を
次
第
に
、
段

フ
ェ
サ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ゥ
ゲ
ル
氏
「
膿
瞼
杢
熊
と
心
的
構
澄
し

階
的
に
減
退
さ
せ
、
結
局
、
そ
の
場
合
に
存
す
る
内
部
的

志
向
牲
が
明
瞭
に
現
は
れ
る
や
う
に
す
る
。
被
験
表
も
内

槻
に
よ
り
て
、
こ
れ
を
知
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
つ

で
も
、
全
態
性
、
就
中
、
戚
情
が
、
い
ろ
い
ろ
に
深
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

上
で
の
厩
別
を
以
て
、
且
そ
れ
に
開
係
の
あ
る
促
迫
を
作

ひ
て
現
は
れ
る
。
こ
の
全
態
牲
、
こ
の
無
情
は
掘
察
せ
ら

れ
た
事
象
に
鋳
て
優
勢
で
あ
り
、
從
て
又
研
究
者
に
と
り

て
も
、
方
向
を
與
へ
る
も
の
と
な
る
◎

　
青
り
に
、
入
間
類
型
、
個
人
差
、
現
心
的
な
性
格
、
乃

至
は
人
格
の
構
成
を
問
題
と
す
る
際
に
は
、
こ
の
心
的
構

造
は
大
切
で
あ
り
、
近
世
の
科
學
的
な
性
格
學
や
、
心
環

學
的
類
型
研
究
は
、
往
々
に
し
て
正
鵠
を
逸
す
る
も
の
も

あ
る
が
、
　
一
般
に
は
、
皆
、
．
こ
の
概
念
を
以
て
指
導
的
な

考
へ
と
す
る
。
こ
の
際
、
褒
生
的
に
も
、
二
値
論
に
も
、

最
も
重
要
な
類
型
は
、
軽
度
の
外
に
、
種
瀦
の
方
に
一
屠

の
注
意
を
佛
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、

九
七
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哲
學
研
究
　
第
百
九
十
五
號

第
三
、
哲
學
に
及
ぼ
す
影
響

　
新
し
い
ド
イ
ツ
の
全
態
心
理
學
と
そ
の
綾
展
は
、
大
部

分
、
暫
學
上
の
問
題
か
ら
鵠
着
し
て
み
る
が
、
他
面
で
は

又
、
多
少
と
も
、
哲
學
や
生
命
魏
に
影
響
す
る
。

　
ω
今
臓
の
認
識
論
で
は
、
騰
験
上
の
所
輿
の
み
が
、
確
實

な
、
一
次
的
の
實
在
性
を
も
つ
と
い
は
れ
る
が
、
以
前
と

較
べ
て
、
よ
ほ
ど
純
輝
に
且
充
分
に
記
述
を
途
げ
る
や
う

に
な
つ
π
今
臼
の
心
理
學
は
、
こ
の
根
本
命
題
を
旧
地
に

行
ひ
、
多
数
の
、
し
か
も
秩
序
の
あ
る
絶
封
的
性
質
を
畿

見
し
た
。
か
く
て
、
認
識
な
ら
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
后
に

つ
い
て
の
、
素
朴
的
、
自
然
科
學
的
に
猫
断
的
な
模
篤
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
打
破
す
・
る
こ
と
を
助
け
、
更
に
、
現
象
の
概
念
に
、
新

た
な
る
、
今
ま
で
よ
り
も
ハ
ソ
キ
り
し
た
内
容
を
輿
へ
た
。

騰
験
な
ら
び
に
、
こ
れ
と
騰
系
的
に
結
合
す
る
心
的
構
造

に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
要
因
、
部
分
規
定
、
及
び
機
能
の
關

係
は
、
す
べ
て
の
機
械
的
な
因
渠
性
以
上
に
、
生
命
現
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
ヘ
　
　
へ

的
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
特
別
な
る
法
鋼
を
指
示
し
、
こ

の
法
期
は
、
内
容
的
．
に
も
詳
細
に
規
定
せ
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
②
心
的
な
る
も
の
に
構
造
的
な
る
成
暦
が
あ
り
、
そ
れ

が
戚
情
の
深
み
の
性
質
に
於
て
経
験
せ
ら
れ
得
る
と
す
れ

ば
、
由
是
、
哲
無
上
の
あ
ら
ゆ
る
規
範
に
つ
い
て
の
問
題

は
説
明
せ
ら
れ
る
。

　
快
樂
説
や
、
幸
瀟
原
理
は
、
す
で
に
次
の
様
な
確
談
の

あ
る
事
實
の
た
め
に
亡
び
た
Q
す
な
は
ち
、
戚
情
に
於
け

る
深
み
の
簸
別
は
、
快
不
快
の
程
度
に
還
元
す
る
こ
と
は

で
き
ぬ
Q
義
務
の
要
求
も
、
す
べ
て
の
儂
値
の
闘
爾
も
、

構
造
の
概
念
に
よ
り
て
は
じ
め
て
心
理
學
的
に
可
能
な
う

と
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
自
身
、
無
限
に
高
ま
り
得
る
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

績
的
な
心
的
構
造
こ
そ
は
、
實
際
に
、
あ
ら
ゆ
る
慨
値
を

も
　
　
も
　
　
へ
　
　
ち

規
定
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
瀧
徳
的
に
要
求
せ
ら
れ
て
内
面
的
な
る
形
式
化
を
…
逐

げ
る
一
面
に
、
又
こ
の
形
式
化
は
、
専
一
家
的
な
象
徴
の



形
成
の
主
要
封
象
と
な
り
、
審
美
的
直
魏
本
來
固
有
の
内

容
と
も
な
る
。

　
㈹
形
而
上
學
も
由
是
世
界
像
構
成
の
根
糠
を
得
、
紳
の

理
念
も
亦
、
心
理
學
的
研
究
に
倹
ち
て
、
　
…
暦
盤
質
に
基

礎
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
七
年
五
月
十
五
日
稿
）

679

フ
ェ
リ
ッ
〃
ス
多
リ
ゥ
ゲ
即
氏
「
膿
験
杢
態
と
心
的
構
逡
」

九
九


